
子育て支援情報

　感情表現が豊かで、特にとびきりの笑顔
がかわいい咲虹ちゃん。音楽が好きで、体
を動かして楽しく遊んでいます。最近は
「ごちそうさま」などの身振りをよくマネ
しており、今後の成長が楽しみです。みん
なに優しくできる明るい子に育ってね。
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『子育て中のお悩み相談室』
　言葉の発達は、身体の発達以上に個人差があり、保護者の方々は

「うちの子は言葉が遅い気がする…」と心配することも多いと思います。
３歳までのお子さんに言葉が遅いかなと思うときは「言葉が出るため
の準備」ができているかどうかを確かめてみてください。お話をする
ために必要な力は主に５つあります。「①いろいろな音に気付く（聴力）
②大人の言うことが分かっている（言語理解）③困ったことがあると大
人に頼る（対人関係）④よく声を出す（発声）⑤声や身振りのまねをする

（模倣）」。これらのことがだいたいできていたら、言葉の遅れをあま
り心配せず、睡眠や食事などの生活全般を見直しながら楽しくコミュ
ニケーションをとってあげてください。また、言葉は年齢だけに着目
するのではなく、その子の全体的発達とのバランスでみていくことが
大事です。言葉などの発達のことで少しでも気になることがあれば、
福祉事務所子育て支援係までご相談ください。

『子ども予防接種』
●�麻しん風しんワクチン
　第１期　�生後12カ月から生後24カ月までの間

にある子ども
　第２期　�５歳以上７歳未満の年長児にある子

ども（無料接種期間は３月末までで
す。未接種の方はお早めに！）

●�子宮頸がん予防ワクチン
子宮頸がん予防ワクチンは定期予防接種です(無料)
◦接種対象者：小学６年生から高校１年生の女子
　�接種希望の方は福祉事務所子育て支援係にて

あらかじめ説明を受け、かかりつけ医にてご
接種ください。

子育て INFO

お子さんと一緒に料理を作る
時間を増やしてみませんか？

問／福祉事務所こども政策係☎７２ －１１２３（内線 506・527）

子どもにとっての「料理作り」は、考える力や主体性を育み、自己
肯定感を高めるための大切な学びの場になります。

子育て支援情報

子ども発達相談室って
なあに？
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。

　

言
葉
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発
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。
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問／�福祉事務所子育て支援係�
☎７２－１１２３（内線５０５）

　子どもと一緒に料理を作ると、「危なっかしい」「かえって時間がかか
る」「片付けが大変になる」などの理由から「親に時間や気持ちの余裕
がないとできない」と聞くことがあります。子どもに任せても親の思う
とおりにはできずに、いら立つことがあるかもしれません。
　しかし、子どもはその経験の中でさまざまなことを考え、工夫し成長
していきます。
　また、料理作りを体験することで「食」への関心が高まり、好き嫌い
が減ったり、食べ物を大切にする心が育ったりすることにつながります。

幼児期から
※�ステップ１（こんなことから始めてみたら）

〇ミニトマトのへたを取る
〇玉ねぎの皮をむく
〇レタスやキャベツをちぎる

※�ステップ２（できることを増やして）

〇野菜や果物などを洗う　
〇米を計る　
〇おにぎり作り　

※�ステップ３（いろいろできるようになったら）

〇米を研ぐ　
〇材料を混ぜる　
〇卵を割る　
〇豆腐など柔らかいものを切る　

学童期になったら

・作るものを考える　
・材料を決める　　
・材料をそろえる　　
・食品を選ぶ　　
・器具を片付ける
・食卓の準備をする　　
・食器を片付ける　　
・食器を洗う　　

「食」に関わるさまざまな場面でお子さんの発達
の段階や、やる気などの様子を見ながら、少し
ずつできることを増やしていくといいですね。

　誰かの役に立ったという喜びを味わうことが、
自己肯定感を高めることにつながります。
　「よくできたね」と褒めるだけでなく、「あり
がとう」や「助かるよ」など感謝の気持ちを伝
えることも大切です。

ちょっとずつできることを増やして
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